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この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分により発行しています。

三川町すみれ会からのおしらせ ～三川町母子寡婦福祉協会～

申込み すみれ会事務局（福祉センター内） ☎66-4410

ひとり親家庭の小学１年～中学３年まで
母子会の会員でなくても利用できます
毎週土曜日　① 10：00～12：00　② 13：30～15：30
会場…三川町社会福祉センター　
小学校教諭を退職された方と、 山大生が講師の先生です
無料です

学習会のお知らせ学習会のお知らせ三川町在住のひとり親家庭の
お母さん・お父さんへ

生 徒 募 集 中 !! (定員20名)
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三川町身体障害者福祉協会からのお知らせ ～会員募集～

お問い合わせ
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　5月30日（木）三川町赤十字奉仕団つくしの会
の皆さんが、福祉センターの花壇と中庭の草む
しり、玄関前の花植え、短期貸出し用の車イス磨
きをして下さいました。天気にも恵まれて、きれ
いになった車イスを外に干していただき、福祉セ
ンターもとてもきれいになりました。

ありがとうございました。

福祉センターをきれいにして
いただきました

第 75 号
社 会 福 祉 法 人

三 川 町 社 会 福 祉 協 議 会

〒997-1301
山形県東田川郡三川町大字横山字西田85-2
　　（三川町社会福祉センター内）
　　  電　話 （0235）6 6 - 4 4 1 0
　　  ＦＡＸ （0235）6 6 - 4 5 3 9
ホームページ https://www.mi-shakyo.or.jp

三川町赤十字奉仕団 つくしの会三川町赤十字奉仕団 つくしの会

学習の希望時間は
相談してください

私たちは、身体に障がいをもつ当事者と協会の主旨に賛同する賛助会員からなる団体です。

三川町身体障害者福祉協会事務局（三川町社会福祉センター内） ☎66-4410
活動に興味のある方は、お気軽にご連絡ください。

①各種協会事業への参加ができます。
　地域の仲間とともに、交流や研修、レクリエーションス
ポーツなど、自身の状況に合わせた活動に参加し、楽
しみながら仲間の輪を広げています。
②大会への参加
　山形県身体障がい者福祉大会や庄内地区レクリエー
ションのつどいに参加し、広く交流しています。 

◎会員になると
③山形県身体障害者福祉協会会員証にて、協力店（県
内ヤマザワ各店他）での料金割引等の会員だけの特
典・サービスを受けることができます。 
④交通手段のない方も事業開催時は自宅まで送迎いた
します。
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平成30年度  社会福祉協議会 事業報告令和元年度  社会福祉協議会  事業計画
共同募金配分金事業
● ミニサロン事業…町内１２ヶ所で開催。
　　　　　　　　　（福祉センターサロン１ヶ所、 町内高齢者サロン１１ヶ所）
● サロンキーパーソン研修会…年１回開催。参加人数２５名
● ふるさと少年教室…年２回（夏・冬）開催。

児童延べ参加人数５６名　協力者延べ人数５４名
● 高齢者作品展…１１月２日～４日みかわ秋まつりにて開催。出品数５８作品
● 一人暮らし高齢者・高齢者世帯緊急連絡先カードの整備…発行件数１０８件

社会福祉協議会が事務局を担当している団体
● 老人クラブ連合会
● ボランティア連絡協議会
● 手をつなぐ育成会
● 民生児童委員協議会

● 身体障害者福祉協会
● 母子寡婦福祉会
● 遺族会
● 赤十字奉仕団つくしの会

社会福祉協議会運営事業
● 一人暮らし高齢者会食交流会…年８回開催。参加延べ人数１２５名
● 心配ごと相談所…月曜日～金曜日開設。年間相談実績４４件
● 特設無料相談会…相談員：司法書士１名。年４回開催。相談件数１８件。
● 社会福祉センター運営…利用延べ人数２２，３９９名（内、子ども広場752名）

重点項目
● 地域での見守り・支え合い活動の推進
● 相談・支援体制の強化
● 地域住民の憩いの場としての社会福祉センターの充実

基本計画
● 法人運営、基盤強化 ……………………

● 地域福祉推進事業の展開 ………………

● 在宅福祉サービスの展開 ………………

● 障がい児者への支援事業の展開 ………

● 母子・父子世帯への支援事業の展開 …

● 生活支援活動の展開 ……………………

● 共同募金活動の展開 ……………………

● 施設の適正管理…………………………

ミニサロンキーパーソン研修会

ふるさと少年教室

元気教室

平成 30年度

収支決算

本会では、地域住民を主体として、行政・町内会・民生委員児童委員等関係機関と連携・協働を図り
「誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくり」の実現に向けて事業を展開してまいります。

本会事業全体の管理、総合的・計画的な事業執行を行うため、
行政や関係機関との連絡、調整を図り適切な運営を推進する。

❁地域ネットワーク活動の展開
　地域における人々の共同体（コミュニティ）が、
　より活発に活動できるような取り組みを展開する。

❁福祉教育・ボランティア活動の推進
　ボランティアセンターとしての機能を充実させるため、
　町民が積極的にボランティア活動に参加できるような研修事業や、

　ボランティア団体への活動支援等の事業を実施する。

❁福祉団体等組織の育成支援
　町民の主体的、自主的運営による各種団体や組織に対する

　情報提供や事務的支援を展開し、活動の充実を図る。

高齢化が進展する状況において、より健やかで安心して暮らせるように、
見守り活動や健康を保つための支援を展開する。

障がい児者の社会参加の促進とその家族が安心して生活できるよう、
相談・情報提供を行う。

抱えている日常生活に関する課題等に対する情報提供や支援を行う。

日常生活での様々な心配ごとや困りごと全般に関する相談のほか、
福祉資金の貸付相談や権利擁護のための支援活動などを展開する。

❁ 赤い羽根共同募金運動の推進（１０月１日～１２月３１日）
❁ 歳末たすけあい運動の推進（１２月１日～１２月３１日）

町民の社会福祉の拠点として、
利用者の誰もが安心して
利用できるように施設運営を行う。

収入の部 31,615,199円 支出の部 31,153,782円
償還金等

事業収入3%
寄付金1%

町補助金 57%

受託金
基金取崩
　収入 8%

共同募金
配分金8%
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地域福祉
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20%
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54%

8%

その他
5%

負担金 1%

地域福祉事業（町からの受託事業）
● 給食サービス事業…毎月第２・４水曜日。
　　　　　　　　　　配食延べ数５２８食（平均２２食）登録者２３名
● ふれあい広場…毎月第１水曜日開催。参加延べ人数３９８名（自由参加）
● 元 気 教 室…６月～１月、第２・３水曜日開催。全１６回
　　　　　　 　　登録者２９名　参加延べ人数４０５名
● 楽らく貯筋塾…２クール各６回教室。
　　　　　　　　 延べ登録者２８名　参加延べ人数１３５名
● 筋力トレーニング教室
　 　はつらつコース…毎月第２・４木曜日。 全２４回(登録者３０名)
　 　ときめきコース…毎月第１・２金曜日。 全２４回(登録者３０名)
　 　ゆったりコース…毎月第１・４水曜日。 全２４回(登録者３０名)
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